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2Ka-3 高齢者の衣生活と積極的生活態度
一日本・ドイツ・イギリス・デンマークの調査より一

古松弥生　山口典子　○陳宜霞（十文字学園女短大）

被　　服

目的：高齢者が自立し て、生き甲斐をもっ ていきいきと生きるために衣生活はいかにあ

るべきか、また積極的生活態度 との関係 を探るこ とを目的 とした。

方法：日本、ドイツ、イギリス、デンマーク在住の積極的生活態度を持つと思われる64 歳

以上の高齢男女を対象とし、1994 年から1997 年に留め置きのアンケート調査を行った。

日本では、関東地区友の会に所属する男子122 名、平均年齢（72 歳）女子218 名（73 歳）、

ドイツでは、ハイデルベルグ在住の教会関係で活動している男子64 名、（73 歳）女子125 名

(76 歳）、イ ギリスでは、ヨーク州在住のサードエイジ ユニバーシテイなどで活動している

男子56 名(73 歳）女子88 名（74 歳）、デンマークでは、コペンハーゲン近郊およびロスキ

レ市に在住する男子72 名(70 歳）女子87 名（71 歳）である。

結果：「新しいことに挑戦する態度」「知識を増やし自己実現をはかろうとする態度」「好奇

心」などの観点から11項目を設問し、積極的生活態度を測ろうと試みた。国別、男女別に因子

分析した結果、男女共に国別に違い が見られた。第１因子は男子では、日本「新しいことに挑

戦」ドイツ「新しい人との交流」イギリス「若い人との交流や知識を増やす」デンマーク「衣

服による個性発揮」。女子では、日本、ドイツ「新しい衣食」イギリス、デンマーク「衣服に

よる個性発揮」。衣生活に関する意識12項目の因子分析の結果もmm 、男女別に相違があった。

第１因子は男子では、日本、イギリス「お しゃれを楽しむ」ドイツ「年齢にあった目立たない

服装」デンマーク「若々しく個性を発揮」。女子では、日本、ドイツ、デンマークr 年齢にあ

った目立たない服装」イギリス「人に見られることを意識」であった。

2Ka-4 高齢 者 の色 彩 と 図柄 の好 み （10 ） 一性 別 特 性 の 傾 向－

○　 椋 梨 純 枝 井゙ 葎 尚 子¨ 長 塚 こ ず え･3 青 木 迪佳*4 天 羽 教 子゛6    （ 宇゙ 部 短 大 ”東 京 家 政

学 院 短 大*3 東 京 家 政 大 短 大*4長 崎 県 立 シ ー ボル ト 大り 愛 知 女 子 短 大 ）

目的　１ 9 9 ７年度に実施した「高齢者の色彩と図柄の好み」の調査結果の内，図柄の好みを

中心に，前９報まで報告した。本報告では色彩の好みを中心に検討すると共に,   198 ７年以来実

施した調査結果と比較し，男女の特性を明らかにする。

方法　対象：全国都道府県の健康な男女，調査期間：19  9 7 年度に実施した「高齢者の色彩

と図柄の好み」の調査および,19  8 7 年以来実施してきた結果と比較する。調査方法：質問紙法

面接調査（フェイスシート）,試料：カラーチャートJIS Z80 色, 観察:JIS Z 8723 ．

結果　1995 年（Ａ群）と1997 年（Ｂ群）との色彩嗜好，嫌悪色の相違を比較すると，男性は

嗜好色,   A 群＝「0.9B,   4.8PB,   5.0PB 」の順であったが,   B群＝「3.8G,   4.8PB,   N9.3 」

である。嫌悪色.   A群＝「N1.2,  4.8R,   3.6YRJ   B 群＝「N3.6,    N1.2, 4.8Y 」である。女性

は嗜好色，A 群＝「0.2P,   5.0P,  9.6PBJ   B群＝「4.4R,  2P,  5.0P 」で，嫌悪色，A 群＝「N

3.6,  N1.2, 3.6YRJ  B 群＝「N3.6,    N1.2, 4.8Y 」である。A,    B群との％の差の検定において

有意差が認められた。高齢者の年齢による生活経験スタイルの違いによる変化が見受けられる。
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